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マン レイ カギ バ と オガ サワ ラ カ ギ バ 


松本 」 (1927) は , 4722z2 ogasawarae (の ち に オ 
ガサ ワラ カギ バ と 命名 一 移 村 , 1931) と ゆ 5 新種 を 岩 
手 及び 也 父 で 探 集 さ れ た 1 ?, 1 $ に 基づい て 発表 し 
同時 に A70ara manley? LEEoE マン レン イカ ギバ に 対 
し て 万 etabara と ゆう 3 新司 を 創設 し た 新 沿 の 特徴 
と する と ころ は , 妖 の 触角 が serrate ( 誤 画 状 ) で , 
区 端 に 至る に 従 つ て 癌 菌 の 長 さ を 減じ , 名 名 菌 は 短所 
玩 を 待つ 点 に ある . 従 つ て 。 オガ サウ ラ カ ギ に た け 

る 婚 藤 角 の 往 菌 杖 で も る の と 対比 すれ ば , た と え 他 の 
外見 上 の 違い を 衝 え に 入れ な く 共 , 両 穂 の 区 別 は 基 だ 
盟 受 な 答 で ある . 処 が 我が国 で は , これ 等 2 種 の 違い 
が 一 般 に 知ら れ て 居 ら ず , と り ち が えら れ た り し て い 
る の で 。 怒 区 別記 を 明か に する と 共に 。 学名 に つい 
て も 一 言 し た い . 

上 の 2 竹 は 箕 到 が 実に よく 似 て いる の で ぞ , 
(1898) の 凛 記 載 を 読ん で も は た し て どちら の 林 を 指 
す の か は つき り し な い . そこ で マン レイ カギ バ の 上 前 角 
5 松村 (1927) の 指 滴 する よう に 名 菌 状 で も る の か 
どう か が 第 一 の 間 題 と な る . Log(1898) や Srranp 
(1911) の 記載 に は , 般 角 の 構造 に つい て 一 言 も 述べ 
て いな い の で , 私 は British Museum の ドド LETCHER 氏 
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この 点 を 問い 合せ た と ころ , マン レイ カギ バ の タイ 
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ciliate ( 徴 毛 状 ) * で ある こと が わか つた . 
SM 
( 叶 し 私 の 

















GC 
バ 1 8 ’ 1 SY し か な い の で , 個 本 変異 を 調べ る こ と が 
出来 な いこ と を お 含み ね が い 度 い . ) 

シン ジン シイ カギ き 0 
準 触角 | 後 毛 状 模 状 。 
開 張 26 一 27mm. 34 一 483mmn. 
麹 の 色彩 黄 褐 名 大 白色 
副 移 頂 オビ カギ ズバ と 同じ | オビ カギ バ よ りゃ 

位 失 る 強く 余る 
前 事 筑 豚 点 | 中 央 に 1 個 Ns 

が 人 





※ 身 角 の 病 が 銀 打 状 で あつ て も 微 毛 を 備え を て いれ は ば は 微 毛 状 で も ある 
か ら どう 理 現 する と と ぁゃ 抽 來 る 


_ 方 が 良い . 


次 に 学名 の 和 題 に 移る が , SrRAND (1911) は , の ち 
に 長野 (1917) が Falcaria, Drepana, Calliarepana, 
Abara; Konjikia. の .5 所 に 分 けた 一 閣 を の 7e の 74 の 
と ゆう 5 大 属 に 入れ て いる の で , STRAND に 従え ば, マ 
ン レ イカ ギバ は 当 麹 Drebana に 入る こと に な る . し 
か し 長野 こよ る と マン レイ は どの 属 に も 入れ る こと が 
出来 な いか ら Zetalbara と ゆう 一 属 を 設け る こと が 
必要 と な る (忌野 , 1917 の 云う マン レイ は , 用 の 特 
微か ら 見 る と 明か に オガ サワ ラ の 詞 違 で ある が , 種 の 
記載 と 図 は 真 の マン レイ を 示し て いる よう に 思わ れ 
る . ) 落し 長野 や WARREN (1922: 
lep , 10) の よう に の zeZgzZ を 細分 する こと が 合理 
的 で ある な ら ば , 2talbara も 赤 殊 立 の 属 と 見 牙 し た 
私 は 一 応 何 分 主義 に 従い , 上 記 二 氏 の 論 交 
と 手許 に あ ち 般 本 を も と と し て Drepana グル ー プ の 
局 の 窒 索 奈 を 首 つ て 見 た . 





in Seitz, Macro- 


( 前 雪 の 筐 11| 脈 は 中 容 か ら 出 る ee 2 
1 | 前 麹 の 第 11 脈 は 第 10 劇 と の 共通 の 洒 か ら 分 れる ・ 
表 角 は 妖 敗 共 横 菌 捧 rei tai Konjikia な 


前 守 の 第 8 肥 は 第 9 須 攻 び 第 9 ・10 取 の 尊 の 一 部 
NM IS RS EE 


31 人 節 に 中 距 を 欠く ee Falcaria 
の 後肢 脱 節 に 中 嘘 を 詩 つ … で ee の 7e カ 277 
41 0 RE eR ES 5 

し 共 の 足 箇 は 徴 毛 状 ee Betalbara 
_( 帳 の 舌 角 は 凍 商 ee Callidrepana 
Ry 雌 の 触角 は 称 状 ……ーーーーー ド ーー Albara 


オガ サウ ラ カ ギ ズバ は 中 部 放 誠 か ら 記 載 き れ た “の 7e- 

pana” acuminata LEECH (1890・ Entom., 23, p. 113) 

と 別種 と し て 区 別 す る 程 の 凝 異 を 和 詩 た な い の で , 私 は 

日 本 率 の 班 種 と する の が 委 当 で ある と 考え る . 又 絞 井 

沢 で 探 集 さき れ た 1 $ に よ つ て BRyk (1942) ER 
た Drepana ga と ゆう 新種 は , 記載 及び タイ プ の 写 








※ Konjikia Nagano (1917) ( 概 式 種 crocea Leech ウコン カギ 
バ ) は 77 の 2e の 72 Swinhoe(1905)( 筑 式 種 dl5ozotata Moore) 
ょ 豚 相 や 句 角 の 構造 が 一 致す る は か り で な く 和 色彩 や 形 統 に て も 
標 め て よく 似 て に る Warren(1922) に ょ よれ は ば 2 の zz の 22Z は 中 
脚 臣 筑 に 嘘 を 欠く の で と の 中 だ けが 逢う と と に な る (ウコン カギ バ 
で 人 は 中 脚 人 衛 に は 後肢 と 同 菩 に 一 外 の 中 が あぁ る) 
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起 か ら 上 始 断 し て ogasawarae の 黒 名 で ある こと は 盟 
か で ある . Bryk (1948) は の ち に ZZ2 を 色彩 が ち が 
うと ゆう 理由 で 47 め 272 ogasawara (!) 2Z2 と し て 
いる が , これ は 記載 表現 上 上 の 違い に 過ぎ な い の で と り 
上 げ る 必要 を 認め な い - 

従来 マイ レン カギ バ の 分 布 は , 北海 首 * 本 州 > 四国 
* 九 州 と され て いる が , オガ サワ ラ カ ギ ズバ と の 区 別 を 
才 電 に 入れ た 上 で 改め て 記録 され る 導 , 私 は 陰 実 な 産 
地 : 横浜 (LEgog, 1898), 福井 県 (C 井 崎 ], 1938), 東 
京都 高尾 山 (1949 年 6 月 12 日 , 1 8 , 井上 探 集 ), 福岡 
県 英 痛 山 (1940 年 7 月 23 一 24 昌 , 1 $, 長谷 川 仁 及び 
吉良 淳 控 集 ) を も と と し て , 本 州 * 九州 だ け と し て 置 
く .。 次 に オガ サワ ラ カ ギ バ の 産地 は : 岩手 及び 秩父 
(MArsuwrrRA, 1927), 英 参 山 ( 堀 , 1938), 軽井沢 ( BRYk, 
1941), 庶 日 光 根 衝 沢 (1940 年 7 月 7 日 , 1 や, 野村 鎖 
控 集 ), 長野 県 中 房 温泉 (1951 年 7 月 24H, 1 $, 井上 
採集 ) な ど が 私 の 知り 得 た 確実 な も の で ある か ら こ れ 
ゃ 本 州 * 九 州 を 分 布 と し て 置く . 上 の 記録 を 比べ る 
と , マン レイ は 下地 及び 浅い 山地 に , オガ サワ ラ の 方 
は 更に 深い 山地 に 分 布 し て いる よ うに 思わ れる が , 九 
州 の 英 疹 山 で は 両方 と も 探 集 さ きれ て いる . 何れ に し て 
ゃ 分 布 や 出現 賑 の 正確 な こと は , 今後 の 詩 査 に また ね 
ば な ら た ない. 
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タツ タカ モク メシ ヤ チ ホコ 本 州 に 産 す 
] 緒方 正美 ・ 岡 馬 弘 





最後 に 二 つ の 種類 の 廊 貢 を 列記 し て 置く ・ 
Albara acuminata ogasawarae 
オガ サワ ラ カ ギ ベ バ 


MATSUMURA 


Albara ogasawarae MATSUMURA, 1927: Journ. 
Coll. Agr. Hokkaido Univ., 19(1), p. 47, p1. 4, 
f. 11. GAEDE, 1931: Lep. Cat., 49, p. 32. 
GAEDE, 1932: in Seitz, Macrolep., suppl. 2, p. 
169. 松村 1931: 日 本 暴 寺 大 図鑑 p.739, no. 572. 
堀 ,1938: むし ,11 (1), p. 99. 

A476ara maneyz 松村 , 1921: 新 日 本 千 直 図解 , 4p. 
941, pl. 71, f. 14. 河田 , 1932: 日 本 昆 更 図 号 p. 
1352, f. 2673. 河田 , 1950 : 同上 , 改訂 版 , p.565, 
f. 1558. 加藤 , 1934 : 原 印 日 本 虹 正 図 葉 , pl.5, f. 5・ 

Drepana ida BRygk, 1942・ Iris, 56, p. 27, pl. グ 
f.15。 (syn. nov.) 

Albara ogasawara(l!) ida BRrvk, 1948: Arkiv fur 
Zool., 41 A: 1, p. 28. 


Betaibara manleyi Lrgc# マン レイ カギ バ 


Drepana manleyi LEECH, 1898: Trans. Ent.Soc. 
Lond., 1898, p. 366. SrRAND, 1911: in Seitz, 
Macrole p., 2, p. 201. pl. 486. 松村 , 1905: 日 
本 紀 現 総 朋 録 も p.43. 

Betalbara manleyi MATSUMURA, 1927, Journ. Coll. 

Agr. Hokkaido Univ., 19(1), p. 47. 松村 , 1931: 
日 本 昆 趣 大 図 第 p. 740, no. 576. 

Albara manleyi GAEDE, 1931: Cat. Lep., 49, p. 

32.〔 井 崎 〕, 1938: 原色 福井 県 比 起 図譜 , pl. 43, f. 17, 


1949 年 8 月 28 日 , 三重 県 座 府 郡 の 矢川 幅 
(ヤッ ュ ト ウッ ゲ ) に お いて 行 つ た 知 火 探 集 で 
績 方 が 写真 に 示し た よう な 1 8 を 得 た . この 
よう な シヤ チ ホ コ ュ ガ は も と より 本 州 に は 未だ 
記 角 が な くぅ いち と 台 浴 か ら 記 載 き され た Ce- 
rura tattakana MArsUwORA (1927) に も つ 
と ゃ も 近い よう に お も われ る か ら ひ と ま づ この 
名 を も つて 記録 し て お く . な お 南方 に は よく 
似 た 種類 が いく つか あつ て , われ われ は ば まだ 
_ それ ら の 実物 を 見 て いな い . 矢川 峠 は 海 涯 線 
- から 中 離 的 に も ,。 また 高 さ か ら み て も すこ し 
へ だ つた 場所 な の で , お そら く 本 種 は この 地 
方 に 土着 し て いる も の と 推定 され る . 麹 の 開 
張 72mm. 
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